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2.1  筑波大学白菊会について 
 解剖実習で使用する遺体は、筑波大学白菊会 (以
下、白菊会) に会員登録された方から提供される。









登録者は 788 名になる(平成 25 年 10 月現在)。 
 なお、成願者総数は 1317 名 (内白菊会会員 894 
名) である。 
2.2  会員登録 
 白菊会の入会には、「献体の趣旨」に賛同する本人
の強い意思が必要であり、生前に入会申込書 (図 1) 











◎年間の募集人数 40 名 





   図 1. 筑波大学白菊会入会申込書 (表面) 
   図 2. 筑波大学白菊会同意書 (裏面) 
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2.3  献体の条件 







 遺族に返還されるまで約 2 年を要するので、この 
 点についても遺族の理解が必要になる。 






2.5  遺骨の管理 
解剖実習終了後、速やかに火葬して遺族に遺骨を
返還しているが、遺族から大学での保管依頼がある
場合は、筑波大学白菊会慰霊塔内の納骨堂 (図 3) 
に永代で預かっている。その場合、遺骨は、医学霊




















骨返還までの流れについては図 5 の通りである。 
2.6  関連法律の施行と白菊会規約の改正 






















































 図 5. 白菊会入会申込書の請求から遺骨返還まで 
 
 
 (献体法)」が、昭和 58 年 5 月に国会で可決成立
し、同年 11 月 25 日に施行された。 
 文部科学大臣から献体者に対する感謝状を遺族に
 
図 3. 筑波大学白菊会慰霊塔 
 
昭和 53 年 9 月に、本学敷地内に慰霊塔 (納
骨堂) を建立した.慰霊塔の下に納骨堂 (内寸 
約 12 m2) が設置されている. 
図 4. 筑波大学白菊会慰霊碑 
 
平成 11 年 2 月、つくば霊園に合葬用墓地を




 入会申込書の請求(毎年 4 月から) 
        
  会員登録(会員証発行) 
              
         (会員死亡) 
              
  献体実行(解剖実習に備えた遺体の防腐処置) 
              
  解剖実習(約 1 カ月半解剖を行う) 
              
  火葬(遺族の立ち会い可能)      
                                 
  遺骨返還(感謝状贈呈) 





              
        納骨堂へ収蔵 
 





3.1  実習の概要 
 現在、医学部医学科および歯学部歯学科のカリ
キュラムでは、解剖実習が必須科目となっている。
本学の解剖実習は、医学類 2 年次生において 5 月
初旬から 6 月中旬の約 1 カ月半、1 体につき学生 
1 班 4 人構成で効率よく分担し、4 人が全身を解剖
出来るようローテーションを組んで実習が進められ
る。実習は 30 回行われ、この中に骨学実習 3 回、
討論 4 回、試問 2 回も含まれている (表 1)。 
 
表 1. 平成 25 年度筑波大学医学群系統解剖実習予定表 
 
           上半身           下半身 
──────────────────────────── 
5/13  月 1 解剖実習オリエンテーション 
      頚部•胸部        腹部•大腿前面 
5/14  火 2 頚部•胸部               腹部•大腿前面 
5/15  水 3  (骨学 1)  
            頚部•胸部               腹部•大腿前面•鼡径部 
5/16  木 4  (骨学 2) 
            背部•上腕上部•後頭部    腰部•殿部•大腿後面 
5/17  金 5  (骨学 3) 
            背部•上腕•腋窩          殿部•大腿後面 
5/20  月 6 討論−（1） 
 
────────────────────────────────  
5/21  火  7 胸部•腋窩•鎖骨下動静脈  大腿前面•膝の関節  
5/22  水  8 上肢•腕神経叢           膝窩•下腿屈側 
5/23  木  9 腕神経叢•肩甲骨前面     下腿前面•足背•足底 
            上腕•肩関節                  
5/24  金 10 前腕伸側•手背       固有背筋•項部  
5/27  月 11 前腕屈側•手掌       脊髄•胸壁  
5/28  火 12 討論−（2） 
5/29  水 13 中間試問   
 
──────────────────────────── 
5/30  木 14 顔面•頚部深層       鼡径部•胸壁•腹壁•開胸•胸腔  
5/31  金 15 胸腔•縦隔•肺•心臓•胸大動脈 : 1  （全員で行う）  
6/ 3  月 16 胸腔•縦隔•肺•心臓•胸大動脈 : 2  （  〃  ） 
6/ 4  火 17 頭部離断•咽頭•喉頭      腹膜•腹膜腔•腹部内臓  
6/ 5  水 18 咽頭•喉頭•内頭蓋底      腹部内臓の血管•腸管の切り出し    
6/ 6  木 19 口腔•鼻腔•咽頭鼻部      腸管の内景•血管系 
6/ 7  金 20 咀嚼筋•下顎管           胃•肝臓•十二指腸•膵臓 
                  •脾臓•腎臓•副腎•血管系 
6/10  月 21 討論−（3） 
 
──────────────────────────── 
6/11  火 22 顎関節•側頭下窩       後胸腹壁•横隔膜 
6/12  水 23 舌•口蓋•副鼻腔          腰神経叢•下半身離断 
           •翼口蓋神経節            
6/13  木 24 副眼器•眼窩・眼球       外陰部•会陰  
6/14  金 25 舌下神経管•頚静脈孔     会陰•骨盤壁 
           •外耳•中耳           
6/17  月 26 内耳•翼突管        骨盤壁•骨盤の切半  
6/18  火 27 翼突管•頚動脈管 
           •耳神経節                骨盤壁•骨盤内臓 
6/19  水 28 討論−（4） 
6/20  木 29 最終試問 
 
──────────────────────────── 
6/21  金 30 納棺 
 







萬製作所)(図 9) から直接実習室へ移動している。 
 また、学外の教育施設 (11校) において標本の準
備を行い、コ・メディカル教育における解剖見学実
習を支援している。 
3.3  実習実施時の心構え 









4.1  遺体の処置 
 大学に提供される遺体は、実習開始まで長期間保




  固定液注入 
  ↓ 
防腐処置二日目 
 脳摘出と固定液再注入 
  ↓ 
防腐処置二週間(ホルマリン処理) 
 急速遺体防腐処理装置 
  ↓ 
防腐処置完了 
 保存管理 
           






ド対策用解剖台 (白井松器械株式会社)(図 7 右) に
移し固定液 (ホルマリンが主剤) を用いて灌流固定
を行う。通常は鼡径部又は頚部の動脈から注入ポン
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4.2  急速遺体防腐処理装置 
 平成 12 年度に遺体の固定をさらに確実なものと
するために急速遺体防腐処理装置 (加藤萬製作所) 



















4.3  遺体の保存管理 
 急速遺体防腐処理装置で 2 週間浸漬された遺体
を、ネル布とビニールシートで覆い、遺体保存ロッ
カーの中に解剖実習で使用されるまで約 2 年、厳格
な管理のもと常温で 1 体ずつ保存する。 








4.4  長期間遺体をお預かりする理由 








   
   図 7. バイオハザード対策用解剖台 (右) 
          と注入ポンプ (左) 
 
     
     図 8. 急速遺体防腐処理装置 
 

















    図 9. 遺体保存ロッカー 
 
遺体は専用ステンレス製トレイに  
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